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研究成果の概要（和文）：  平成23年度から26年度までの4年間に，環境問題の教材化・授業化及び出前授業による学
生の社会科授業実践力の育成を研究テーマとして取り組んだ。その成果として，一つは越境する海洋環境の管理問題の
教材としてサケ・アニメーション等を開発し，授業による検証を行った。また越境する大気汚染問題の教材及び授業を
開発した。もう一つは，学部生・大学院生による出前授業形式の授業力育成の可能性について実践的に検証した。それ
らの取り組みの有効性と課題を学生との共同で学会発表し，また論文として公表した。

研究成果の概要（英文）：　I researched two themes.One thing is to research the cross national 
environmental probrems and to develope some teaching materials.I developed the teaching materials,named 
Sake-Animation.The other thing is to raise the teachig skill of students by using the materials and 
others.Graduate students and undergraduates teached the Ocean Problems and others in the Elementary 
schools.So,I testified the effectiveness of the teaching materials.Also,in order to raise the teachig 
skills of students, cooperative teaching studies are effective.

研究分野：社会科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は，これまでの数次にわたる科
学研究費補助金による研究においては，主に
新潟県の身近な地域をフィールドとする，参
加・体験型環境教育カリキュラム開発研究に
取り組んできた。また，それらの成果や知見
を，県内自治体の環境教育副読本や環境学習
プログラム作成に生かしてきた。 
 そこで，本研究では次のようなコンセプト
を設けて，研究の視点の転換・質的発展を目
指した。 
（１） 「地域密着型環境教育モデル」から
「多国間環境問題解決型モデル」構想への発
展 
（２） 「地域環境市民」から「国際的環境
市民」育成を目指す環境教育への発展 
（３） 「参加・体験型環境教育モデル」か
ら「政策分析・批判力、問題解決・社会形成
力育成型環境教育モデル」への発展 
（４） 授業構想と「出前型授業」の連携・
循環プログラムによる教員養成課程授業改
善・改革への発展 
 
２．研究の目的 
 上記コンセプトの転換・発展を受けて，本
研究では，以下の 3点を目的として取り組ん
だ。 
（１） アジアの複数の国家が共通して直面
する多国間環境問題群の学習を通して，国家
間の環境政策・環境管理の分析・批判力・問
題解決力を持つ環境市民育成を目指す環境
教育教材・授業を開発する。 
 
（２） 上記（１）の環境教育教材・授業開
発の活動を教員養成課程で組織する。その際
には，学生による主体的な教材開発・授業開
発過程を重視する。 
 
（３） 開発した教材や授業プラン等を基に，
学生が学校等での出前型授業を実施して，実
践的指導力を高める教員養成プログラムを
構築する。またその成果を検証する。 
 
３．研究の方法 
（１） 越境する環境問題の事例として，海
洋環境と大気環境問題・環境管理を取り上げ，
教材開発と授業開発に取り組む。これらの問
題には，国家の枠組みを越えてアジア諸国が
協同して，或いは地球的規模で取り組むこと
を必要とするものがある。従って，国境を越
えて多国間で協同して問題解決の在り方を
考えるための教材・授業開発として相応しい
ものである。 
 またこれらの問題群に関わる教材開発と
授業開発のためには，東アジアの国々の現実
調査や研究交流が不可欠である。本研究では，
韓国・中国・台湾の研究者や教員との情報交
換や授業交流，現地の調査活動等に取り組ん
だ。 
 

（２） 開発した教材や授業プランに基づい
て，教員養成課程に在籍する学生が出前型授
業実践に取り組み、その成果について検証す
る。出前型授業を「教材開発・授業構想」と
連動する一連の実践的活動によって構成さ
れるものとして捉える。 
 
（３） 「教材開発・授業構想・出前型授業
実践」という一連の実践的活動を，学生自身
がリフレクションして、それらの実践的活動
の意味を振り返り，自らの実践の成果と課題
を評価する活動を組織する。それよって，実
践を反省的に学ぶ力を育てることになると
考える。 
そのための具体的手立てとして，大学院生
には共同での学会発表や論文執筆の課題を
課すことにした。 
また，学部学生には自らの一連の活動を協
同でリフレクションする場を組織して，評価
する機会を設けた。 
 
４．研究成果 
本研究における成果は，以下の４点にある。 
（１） 成果の 1点目は，海洋と大気におけ
る越境する環境問題やその国際的な環境管
理の必要性・在り方に関する理解・思考・判
断を深める具体的教材・授業を，学生と共に
開発したことである。 
 ①海洋環境汚染問題については，本研究１
年目に大学院生と共に，海洋ゴミ問題を事例
にして，海洋の汚染は海流により拡散・漂流
して，自国の領海・排他的経済水域だけでな
く公海や他国の領海・排他的経済水域の海洋
環境にも影響を及ぼすことの理解を深める
教材・授業を開発した。 
海洋ゴミ汚染が，広く海洋環境や海洋に生
きる様々な生物に影響を及ぼす事に目を向
けさせ，海洋汚染の越境する特徴と，そのた
めには地球的な視野が必要なことを理解さ
せるものである。 
海洋ゴミが海流によって太平洋を漂流す
ることはこれまでも調査研究されているが，
2011 年 3 月 11 日の東北大震災と大津波によ
り，船やがれき等が太平洋を漂流して北米西
海岸にまで到着した事実等も取り上げられ
る。本研究の終了した 2015 年 4 月にも北米
西海岸に東北から漁船等が漂着した事実が
報道されている。海洋環境汚染が長期間にわ
たる影響を及ぼすことや国際的な監視や管
理が必要なことを理解し，考え・判断する教
材化・授業化したことの意義がある。 
 ②本研究２年目には，海洋環境と海洋資源
の公正で効率的な利用のために，国際的な協
力と共同管理・自国領海や排他的経済水域内
での管理の在り方や課題を考える教材を開
発した。 
サケ・アニメーション教材「海の魚は誰の
もの？～さけの回遊ルートと 200 海里～」が
それである。日本の川で生まれたり，放流さ
れたりしたサケは，海洋に出てオホーツク海



や北部太平洋を経て，ベーリング海・アラス
カ湾等を回遊して食餌し成長して，数年後に
はふるさとの川に戻ってくる。その成長過程
と回遊ルートをアニメーション的に描いた
教材である。サケの遡河性と回遊性の特徴か
ら，海洋を越境して泳ぐサケの公正で効率的
な漁業と共同的な海洋資源・環境管理の在り
方を考えさせる上で，動的なアニメーション
は適切な事例である。 
本教材では，サケが生まれ故郷の川から海
洋に出て回遊して成長するそのルートを動
的にたどった後で，その動きの上に各国の排
他的経済巣水域の範囲を重ね合わせる。する
と，例えば日本の川で生まれたサケは，公海
やアメリカ・ロシア等の排他的経済水域内等
で成長すること，回遊の途中でそれらの排他
的経済水域内で漁獲される可能性があるこ
と，等を理解することができる。その上で，
それぞれの国はどのような漁業資源管理の
義務と国際的な協力の仕組みや制度がある
のか，また共同管理のありかたはどうあれば
良いのかを調査・思考・判断することを促す
ことのできる教材である。 
東アジアの中でこれらの海洋環境・海洋資
源管理問題を考えるために，長崎県対馬と韓
国と台湾での調査活動を実施した。 
対馬では越境する海洋漂着ゴミの実態と
その対応について対馬市役所等で聞き取り
調査を行った。 
越境する海洋の環境問題については，韓国
ソウル教育大学校の研究者と意見交流しア
ドバイスを受けた。また韓国の海洋資源・漁
業資源の管理については，韓国・釜山市にあ
る海洋大学等の研究者への聞き取り調査や，
ソウル市内及びや釜山市内の魚類市場の見
学調査等も実施した。 
更に台湾での海洋資源環境管理について，
台湾・高雄市の海洋局での聞き取りと，高雄
南部の漁港見学・漁協関係者への聞き取り調
査を行った。これらの現地調査活動や東アジ
アの国々・地域の研究者の海洋問題に対する
見方や知見も踏まえて，これらの教材化・授
業化に取り組んだ。 
③本研究 3年目後半には，越境する大気汚
染問題の教材化・授業化に大学院生とともに
取り組んだ。 
近年，中国の大気汚染―PM2.5 等―がマス
コミで報道され，日本への影響も指摘されて
いる。この教材化の時期にも，新潟市でもこ
の影響が報道されていた。大学院生と共に，
新潟市にある大気環境監視・モニタリング施
設を訪問して，越境する大気汚染問題につい
ての専門的な講義・情報提供を受けた。その
上で，中学校社会科公民的分野を想定した授
業開発に共に取り組んだ。本研究４年目には、
それらの内容の修正・改善を図った。 
越境する大気汚染問題については，北京師
範大学実験小学を訪問した際に，北京師範大
学の研究者と意見交流したり，小学校授業参
観や授業についての意見交流を行ったりし

た。同時に北京市内の大気汚染の実態等につ
いて調査して，それらの知見・情報を教材に
組み込むことも意識的に取り組んだ。 
 
（２） 成果の 2点目は，上記の教材等を用
いて，大学院生が学部学生対象の模擬授業，
現職教員研修での模擬授業，小学校 5年生で
の実践～出前型授業～等に取り組み，教材・
授業開発の有効性について検証したことで
ある。主に，海洋環境問題についての取り組
みである。 
 サケ・アニーション教材等を用いて，学部
卒大学院生が学部生対象の模擬授業を実施
した。彼はその実践を踏まえて，現職教員研
修の場で小中学校教員対象にして模擬授業
を実施し，現職教員からの批評・意見をもら
う機会を得た。 
 現職派遣院生が，これらの教材を用いて，
修士論文作成のための研究活動の一環とし
て，本人の所属する小学校 5年生の学級で数
時間の授業実践を行った。 
 これらの複数の出前型授業実践活動を通
して，学部卒院生は教材開発と授業実践を繋
いで授業実践力を高める活動に取り組んだ。
一方現職派遣院生は，上記教材―特にサケ・
アニメーション教材―を自らの授業研究仮
説に即して有効に活用することの可能性を，
実践によって検証する活動に取り組んだ。 
 
（３） 成果の 3点目は，上記教材開発と授
業実践活動に協同して取り組んできた大学
院生が，その活動を振り返り，意味づけるた
めに，日本社会科教育学会で研究代表者との
共同研究発表を行ったり，或いは雑誌論文に
その成果を公表したりしたことである。 
 それらの活動には二つの意義がある。 
 ①一つは，大学教員と現職派遣院生と学部
卒院生が協同して，授業開発と授業実践の価
値と課題を明らかにすることができるとい
うことである。授業実践に対する関心とキャ
リアの異なる立場から，多面的に教材の価値
や実践について問題を掘り下げ，授業実践力
を高め鍛えるスタイルを創り上げることが
できた。異なるキャリア・立場の院生や教員
が，協同性を核にして共に学ぶ大学院教育の
一つのスタイルを示すことができた。 
②もう一つは，近年，教師の専門職性とし
て「反省的実践者」像に関心が寄せられてい
ることに関連する。1)学会で発表すること，
論文としてまとめて公表することは，その前
提として自らの一連の実践的取組みを反省
的に捉え直して，意味づける活動を伴う。 
当事者の院生自身が，教材開発・授業構
想・授業実践という一連の実践過程を対象化
して，自らリフレクションして授業改善に取
り組む力を高めることになる。又，院生にと
っては，自らの活動を発表・公表するという
目的性と有意味性を自覚して取り組むこと
になる。 
 



（４） 成果の 4点目は，学部生による授業
開発から出前型授業までの一連の実践的活
動の意義と課題について振り返り，まとめた
ことである。 
 学部生が，自分たちの取り組んだ授業構
想・出前型授業について振り返り活動に取り
組むように組織することが，教員養成学部学
生の社会科授業力育成に有効であることを
明らかにした。 
 本研究に取り組み始めた平成 23 年度から
毎年度，学部 3年生を主たる対象として，「フ
ィールドワークから授業構想・授業実践・振
り返り活動」を一貫する活動を組織して、出
前型授業によってその成果を検証してきた。
越境する環境問題を含みつつも，それらに限
定せずに，学部 3年生が協同して授業開発と
授業実践、その振り返り活動に取り組むこと
について，当事者である彼ら自身はどのよう
に評価し意義づけているのかを検証してき
た。3 年間の実践活動に対する学生の振り返
りと評価・意義づけについては，後掲の新潟
大学教育学部紀要にまとめた。 
 当事者である学部 3年生は，共同して取り
組む実践的活動が，社会科授業力育成とって
有意義であると前向きに評価している。 
研究 4 年目に当たる平成 26 年度の取り組
みについては，平成 27 年度前期の講義で振
り返り活動を組織して，学生自らがその意義
と課題についてまとめる活動に取り組んで
いる。 
課題も残されている。海洋・大気の越境す
る環境問題は，小学校・中学校での実践を想
定した構想・実践が中心であった｡多国間の
問題解決への見通しや政策の吟味は，後期中
等段階にフィットするだろう。それらの学校
段階での取り組みは，今後の課題である。 
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